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要 ヒ己目
本研究は、医学中央雑誌のデータを用いて現在のターミナノレケアとホスピスに関する研究動向
について明らかにすることを目的とした。調査対象は1983年～2007年の聞に医中誌に集録された
文献であり、（「ターミナルケア」or「ホスピス」）and 「看護」の検索式で、文献のタイトルを検
索した。次にそのデータをテキスト化し、テキストマイニングソフト「TextルliningStudioパージ
ョン3.0」を用いて分析を行った。その結果、 9,241件の論文が抽出され、文字数の平均は51.9、使
用される総単語数は127,154、単語種別数11,914で、あった。看護研究におけるターミナルケアとホ
スピスの数は増加している傾向が見られたが2006年と2007年は減少傾向にあった。これは医中誌
の文献整理の問題とデータ収集時期が影響していると考えられる。
頻繁に使用される単語は、「ターミナルケア」（7,321）、「看護」（4,159）、「癌看護」(1,880）、
であった。「ストレス」、「家族」、「苦痛Jとしづ単語に注目しで注目語分析を行った。その結果「家
族J「苦痛J「ストレス」の順に重要なテーマで、あることが示唆された。「ストレス」という単語を
注目語として分析した結果、 順に 「看護師j、「家族J、「患者」と関連して、 「家族Jは順に「家族
援助J、「患者家族Jと関連していることが示された。「苦痛Jは「緩和J、「患者Jの順に関連
していた。ストレスー看護師に関する研究が多い背景として、ターミナル期にある患者・家族に
対する精神的援助の必要性を充分認識していても、具体的な援助方法を見出すことが困難な現状
が示唆された。
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近年、人々の終末医療に対するターミナノレケアの
関心が次第に高まりつつある。患者・家族の日常の
生活の質（QOL）を高め、身体的苦痛や精神的苦痛
を軽減することを重視している。しかし、現実には、
患者が自分自身の生命の最終の期間を心理的・身体
的に安楽に過ごすことは困難であることが予測され
る。このような患者へのターミナルケアを専門に行
う施設はホスピスと呼ばれる。ホスピスは基本的に
は死期の近い患者を入所させて、延命のための治療
よりも身体の苦痛や死への恐怖をやわらげることを
目的とした、医療的・精神的・社会的援助を行う施
設である。日本でのターミナノレケアは1977年に「死
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の臨床研究会」が発足したことを契機にしてホスピ
スの概念がひろがり、人々のターミナノレケアに関す
る意識が高まった。またこの年は病院死が家庭死を
上まわった年でもあった。ホスピスが開始されたの
は1973年淀川キリスト教病院であり、建物としての
ホスピスは1981年の「聖隷ホスヒ。ス」（聖隷三方原病
院 ・静岡県）が最初である 1）。
1991年全国ホスピス・緩和ケア病棟連絡協議会が
設立されたへ その後、 1996年7月25、26日札幌に
おいて「第一回日本緩和医療学会Jが開催され、研
究的な視点でホスピス ・緩和ケアを探求して治療へ
の知見を得る活動が行われるようになった 3）。
このような背景から、近年、日本においてターミ
ナルケアとホスピスについての研究も急速に増えて
きている。本研究では、ターミナルケアのより発展
的な質の向上にむけた基礎的資料作成を意図して、
ターミナルケアを担う看護の視点から現在の日本の
ターミナノレケアとホスピスに関して医中誌データ
ベースによる1983年から2007年までの25年間に発表
された論文の書誌データを分析する。
方
?
?
1 ）分析方法
医中誌のアド、パンスド・モ ドー（Advanced）で1983
年～2007年の問、（「ター ミナルケア」 or「ホスヒ。ス」）
and「看護Jの検索式で、文献のタイトノレを検索する。
次にそのデータをテキスト化し、テキストマイニン
グソフト 「TextMining Studioパージョン3.0」を用い
て分析をー行った。なお、検索時期は2008年8月であ
る。医中誌の文献整理の関係上、 2006・2007年の文
献がすべて網羅されていない可能性があるが、本研
究では検索時期で収集した文献数で分析を実施した。
テキストマイニングとは、テキストデータを形態
素解析し、単語を変数とみなして計量的に分析する
方法である。さまざまな変数を手がかりにして、大
量のテキストデータを系統的また多面的に分析する
ことが可能である 4）。
テキストマイニングによる分析は、（ 1 ）テキスト
の基本情報、（2）単語頻度分析、（3）係り受け頻
度分析、（4）注目語分析、の順に行った。
2）分析対象
「看護」についての文献タイトルは292,291件で、あ
る。「ター ミナノレケアjについての文献は15,130件で
ある。「ホスピスJについての文献は5,H7件である。
ターミナノレケアとホスピスを両方とも含まれる文献
のタイトノレは全部で、17,06L1件で、ある。最後に看護の
文献と17,064件の文献を絞って9,241件である。最終
的に9,241件の文献のタイトノレとキーワードを本研
究の分析対象とした。
結果
1 ）テキストの基本情報（表 1)
基本情報とは文献のタイトルとキーワードをテキ
スト化したデータの基本的な情報である。データの
形式として文献1件を一行としており、全部で9,241
件の論文が分析対象であった。平均行長とは論文1
件あたりの文字数の平均で51.9である。総文数は
67,377文で、 1文献あたり 7.1文である。延べ単語数
は127,154単語、 1文献あたり 13.8単語、キーワード
も一文と計算するため、 1文あたり 1.9単語である。
全ての延べ単語数127，日4は、単語種別数11,914の10
倍以上になっていることが分かつた。
表1 テキストの基本情報
項 目 ｛直
mφんu号、 行 数 9,241 
平均行長（文字数） 51.9 
総 文 数 67,377 
平均文長（文字数） 7.1 
延 ,-:. 単 三ロ五口 数 127,154 
単 言百 手重 別 数 11,914 
図1で示したように研究数は増加傾向にあり、特に
2001年からは年に500件以上の論文数が認められた。
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図1 各年の発表文献数
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2）単語頻度分析（表2)
表2 単語頻度分析
単 語 ロロ 詞 頻 度
ター ミナルケア 名 詞 7,321 
看 護 名 詞 4,159 
癌 看 言蔓 名 言司 1,880 
患 者 名 詞 1,818 
末期患者 名 詞 1,673 
終 末 期 名 詞 1,487 
H君主－・ 族 名 詞 1,348 
悪 ’性 名 詞 1,315 
緩和ケア 名 詞 1,293 
在宅介護 名 言司 1,189 
死 名 詞 1,146 
看 3蔓 師 名 詞 1,086 
ホスピスケア 名 詞 1,080 
1重 腸 名 詞 1,052 
ホス ピス 名 調 1,010 
ケ ア 名 調 973 
癌 患 者 名 調 828 
態 度 名 調 826 
家族看護 名 詞 753 
考 え る 動 詞 668 
単語頻度分析とは、テキストに出現する単語の出
現回数を抽出する分析である。出現頻度上位20件の
単語頻度分析の結果を表2に示す。この結果から見
ると、「ターミナルケア」「ホスピスj「看護j「患者」
「末期患者」などターミナルケアに特有な単語以外で
は「家族J「緩和ケアj 「態度jなどが注目される。
3）係り受け頻度分析（図2)
係り受け頻度分析とは、テキストに出現する係り
受け表現回数を抽出する分析である。係り受け頻度
分析の結果、①「保健医療サービスJと「必要Jと
いう制度に言及した研究、②「現状」と「問題点」
のように改善点に着目した研究、③「倫理的jと「問
題jのように倫理面について論じた研究が多かった。
それに次いで、、④「死」と「不安」や、⑤「全身状
態」と「悪しリのようにターミナノレケアやホスピス
固有の問題についての研究が多かった。
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図3 論文のことばネットワーク
4）注目語分析（図4、5、6)
注目語分析とは注目した単語について分析するこ
とである。ことばネットワークに出現した単語「ス
トレス」「家族」「苦痛Jを注目語として分析する（図
3）。共起ルールは①最低信頼度60、②2回以上出現
することを条件として、そのうち上位20件を抽出し
た。
図4では「ストレス」を注目語として分析した結果
を示している。看護師のストレスが最も多く、次は
家族のストレス、その次には患者のストレスが見ら
れる。
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図4 注目語「ストレス」の分析
図5では「家族」を注目語として分析した結果を
示している。「家族援助」、「患者家族」「家族一
看護Jなどの言葉が頻繁に出現している。
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図5 注目語「家族」の分析
図6では「苦痛」を注目語として分析した結果を
示している。苦痛は「緩和Jとの係り受けがもっと
も多く、順に「患者」「がん患者j「看護」「援助」が
多いことが明らかになった。
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図6 注目語「苦痛Jの分析
考察
研究数の変化を見ると25年間で年々研究数は増加
し、 2000年代に入ってターミナルケアとホスピスの
研究数は年500件以上になっている。2000年まで増加
したのは、 1996年に「第一回日本緩和医療学会Jの
開催、 1997年に臓器移植法案が施行されたことなど
から医療における「死」への関心が高まったことが
背景にあると考えられる。
テキストに出現する単語の頻度は「ターミナルケ
アJrホスピスj 「看護」が多いが、これはこの単語
を用いて検索を行ったため当然であるといえる。そ
れ以外で多い単語は「家族j f緩和ケアjであった。
今後、具体的な研究内容について原文参照を行って
分析を試みたい。
ストレス研究は看護師自身や家族の研究が多いこ
とが明らかになった。これらの研究数が多い要因と
して、看護師がターミナル期にある患者の家族に対
する精神的援助の必要性を充分認識していても、具
体的な援助方法を見出すことが困難な現状があり、
その解決方法を構築するために研究が行われたこと
が推察できる。また、看護師は死に直面することで
無力感を感じてストレスになることがうかがわれ、
看護師自身のメンタノレヘルスの必要性5）が示唆され
た。このことはターミナルケア特有の研究動向と考
えられ、今後は実際の研究内容と他の看護領域の研
究動向を比較して分析を深めたい。
「苦痛Jを注目語として分析した結果では「緩和J
がもっとも係り受け頻度が多かった。（図 6）ターミ
ナルケアにおいては、患者の様々な心身の苦痛に対
処しなければならない。しかし、患者の主観的な苦
痛を評価して、援助することは難しい。また、痛み
のコントロールには薬剤が用いられるが、薬剤以外
の対処方法は十分に明らかにされていない現状があ
る。そのために、患者にとってニーズ、の高い苦痛の
緩和に関する研究が多く行われていることが示唆さ
れた。
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本研究は、 1983年から2007年の医中誌データベー
スを用い、看護学文献のターミナルケアに関する研
究動向についてテキストマイニングソフトを活用し
て分析した。その結果、研究数は増加傾向にあり、
特に2001年からは年に500件以上の論文数が認めら
れた。頻繁に使用される単語は、「ターミナルケア」
「看護J「癌看護Jであった。ことばネットワークの
結果から見出された3領域について「ストレス」と
いう単語を注目語として分析した結果「看護師」が
最も多く関連した。「家族Jを注目語にした場合は「援
助」が最も多かった。「苦痛Jを注目語とした場合は
「緩和」と3齢、結び、つきがあった。これら 3つの領域
やテーマに関連した研究が多いことがうかがわれた。
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Abstract 
To understand the research trend in the terminal or hospice care担 Japan,we analyze the 
articles collected in the Japanese medical science database "Ichushi （医中誌） ".Firs七weextracted 
the articles with the keywords 、ursing＇’and"terminal care”（or "hospice"), appear加gfrom 
1983 to 2007. In Japan, the studies in this町田町edramatically increasing in the 21st Century. The 
decrease of the ye訂s2006 and 2007 may be due to technical reasons of the Ichushi. 
Then we analyzed the words in the titles and the keywords of 9241 extracted articles by a 
Japanese text m血ingsoftware. Over these articles, the average number of letters used in the titles 
and the keywords were 51.9.百四 totalwords extracted for analysis were 127,154 by 11,914 
different words. The words frequently used were "terminal care" (7321），乍ursing”（4159),
"cancer nursing" (1880), etc. We then focused on the words "family", "pa担” and"stressぺand
found the words mostly associated, or jointly used, with these words by using word network 
analysis. When the word "s仕ess"was used as the keyword for analysis, it was suggested that 
”nurse" was most associated, followed by "family" and "patient" in this order, while ”family” 
was most related with "family supportぺfollowedby "family patient ＂.”Pain”was most 
associated with "palliationぺfollowedby "patient". As the reason why a number of studies have 
been carried out on the association between "s廿ess”and"nurseぺitwas suggested as the 
background that it was difficult to find a practical method to provide psychological help to 
patients at the terminal stage and their family although its necessity was fully recognized. 
Key Words : Text m凶 ng,nursing, tern山 alc町e,hospices, Ichushi 
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